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研究成果の概要（和文）：鎖国を解いた開国後の日本が急速に海外に知られたとき、日本品は蒐集家などによっ
て収集され、ジャポニスムの波を引き起こした。その中には、当時の他の衣文化に比べて洗練されたきもの及び
日本染織品があった。さまざまな影響を引き起こしたことが知られるようになったとはいえ、それら日本染織品
類の海外における収蔵状況は、必ずしも包括的に調査されたことはなかった。今回の調査によって、ジャポニス
ムの時期に流出し、在欧美術館に現存する日本染織品の概要を明らかにした。
調査結果は『ヨーロッパに眠る「きもの」―ジャポニスムからみた在欧美術館調査報告』（東京美術　2017年4
月）として刊行した。

研究成果の概要（英文）：When Japan was quickly known Western after opening the door, Japanese 
culture and goods were gathered by collectors and the like, causing Japonism. Among them were kimono
 and Japanese textiles. Although the fact that Japanese kimono and textiles caused various effects 
of Japonism became known, the collection these Japanese kimono and textiles in European museums has 
not necessarily been comprehensively investigated. This investigation leaked out at the time of 
Japonism and clarified the outline of the existing Japanese kimono and textiles in European museums.
The result of the investigation was published as "Japanese Kimono in European Museums from late 19th
 century to early 20th century"  (Tokyo Bijutsu, April 2017).

研究分野： 西洋服飾史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ジャポニスム研究において、浮世絵や工芸

品が源泉となっていたことは既に言及され
ているが、きもの及び日本染織品が欧米に与
えた影響についての調査研究はまだ端緒を
開いた段階である。 
ジャポニスムとファッションの関係性に

ついて、1994 年、展覧会『モードのジャポニ
スム』（京都国立近代美術館、京都服飾文化
研究財団）を開催し、同展カタログや『ジャ
ポニスム イン ファッション』（深井晃子
著、平凡社、1994 年）などにおいて検証し、
また、展覧会は、10 年にわたり国内外 7都市
で開催された。これにより、国内外でジャポ
ニスムとファッションの関係性に、新たな視
線が注がれることになった。そのことにより、
ファッションにおいては様々な具体例が発
見され、影響を受けたものの例は補強された。 
しかし、そのイメージの源となった、海外

におけるきもの及び日本染織品の収蔵状況
は、包括的に調査されたとは言い難い。既に
連携研究者である長崎巌によるアメリカの
美術館に所蔵されているきものの研究が実
施されているが、ジャポニスムを背景とした、
きもの及び日本染織品の欧州における影響
についての調査としては、始まったばかりで
ある。 
本研究以前から、フランスとイギリスにお

ける調査「ジャポニスムを背景とした着物の
欧 米 に お け る 影 響 に つ い て の 研 究 」
（2009-2011 年度、文化学園文化ファッショ
ン研究機構服飾文化共同研究課題採択、深井
晃子、長崎巌、稲賀繁美、周防珠実、石関亮）、
イタリアにおける調査研究「ジャポニスム期
に流出した在イタリアの美術館における日
本染織品についての調査」（2013 年度ポーラ
美術振興財団平成 25 年度助成、深井晃子、
長崎巌、周防珠実、小島（古川）咲）を実施
し、その先鞭をつけたが、まだ調査研究の余
地が多く残されていた。 
 
２．研究の目的 
①きもの及び日本染織品が欧米に与えた

影響の重要性と広域性を検証するため、19 世
紀後半から 20 世紀初頭のジャポニスム期、
つまり日本文化が欧米へ強い影響を与えた
時期を中心に、欧州に渡ったきもの及び日本
染織品の所在を明らかにする。 
とりわけ、まだ十分な調査が行われていな

かったオーストリア、ドイツ、ポーランドに
おけるきもの及び日本染織品の所在を検証
することである。 
ジャポニスム期に欧州に流失した、きもの

及び日本染織品は、現今、その多くが美術館
等の専門施設で保管されている。そのため、
具体的には美術館/博物館におけるコレクシ
ョン形成状況、収蔵状況を明らかにする。 
 
②海外の美術館/博物館の多くは、日本部

門の専門研究者を持たず、また染織品固有の

保管の難しさなどから、日本染織品へのアプ
ローチが拒まれているのが実状である。本調
査研究によって、調査対象館に日本関連収蔵
品を見直す機会を与え、調査結果をフィード
バックする。それによって調査対象館におけ
る日本関連収蔵品の見直しを促す。 
 
３．研究の方法 
①本調査研究においては、オーストリア、

ドイツ、ポーランドのきもの及び日本染織品
のコレクションで知られる美術館/博物館、
もしくは所蔵している可能性がある館に情
報を求め、調査対象品の所蔵の有無を確認し
た。 
調査対象品は、1850 年代から 1920 年代ま

でとし、館に収蔵されたのがこの時代である
もの、もしくは、収蔵時期は該当しないが、
海外に渡った時期が該当時期であるものと
した。 
 
②調査対象品を所蔵する美術館/博物館か

らの回答をもとに、現地調査を実施する調査
対象館として、オーストリア応用美術博物館、
ウイーン世界博物館（旧ウィーン民族学博物
館）、ウイーン民俗学博物館（以上オースト
リア）、ハンブルク美術工芸博物館（ドイツ）、
日本美術技術博物館（通称マンガ博物館）（ポ
ーランド）を選出した。 
 現地調査では、長崎巌と古川咲が調査対象
品の撮影と作品内容についての調査を担当
し、深井晃子と周防珠実が調査対象品の来歴
についての調査を担当した。 
 
③本研究以前から実施していた、フランス、

イギリス、イタリアにおける美術館/博物館
所蔵の調査対象品の収集時期、収集方法など
にかかわる来歴由来等について追補調査を
周防珠実がおこなった。 
 
④全調査対象館に、調査対象品の内容（形

状、材質、技法、模様、コンディション、制
作年代などの調書）及び調査時に撮影した写
真データなどの調査結果をフィードバック
した。 
 
⑤調査結果を広く公表するため、本調査研

究を含めた調査報告書を一般書籍として、深
井晃子、長崎巌、周防珠実、古川咲共著、『ヨ
ーロッパに眠る「きもの」―ジャポニスムか
らみた在欧美術館調査報告』（東京美術、2017
年 4月）として刊行した。 
 
４．研究成果 
①オーストリア応用美術博物館（オースト

リア） 
 同館は、ロンドンのサウス・ケンジントン
美術館（現ヴィクトリア・アンド・アルバー
ト美術館）に倣って、工芸や産業芸術を重視
し、それら具体例の収集を目的として 1864
年に開館した産業博物館を前身とする。1907



年、旧東洋博物館（1874 年設立）と統合され
た。これにより、アジア・コレクション、ウ
イーン万国博覧会の出展品などを引き継い
だ。 
 調査対象品は、同館の日本染織品コレクシ
ョンのうち、きもの類 19 点である。本調査
によって、東洋博物館旧蔵の小袖類の一部が
ハインリッヒ・フォン・シーボルト Heinrich 
von Sibold [1852-1908]の旧蔵品であること
を明らかにした。また、ウイーンの美術商で
あったフランツ・トラウ Franz d. J. Trau
［1881-1931］旧蔵の小袖も所蔵しているこ
とを明らかにした。 
同館は調査対象品である陣羽織や裂類等

も収蔵しており、また、1873 年のウイーン万
博の際に入手した裂見本帖や、1886 年にベル
リンの美術商であるワグナー社から購入し
た裂なども収蔵されているが、本調査では調
査が実施できなかったため、次回の機会に調
査を実施できることを望んでいる。 
 
②ウイーン世界博物館（旧ウイーン民族学

博物館）（オーストリア） 
 同館は、フランツ・フェルディナント大公
Franz Ferdinand von Habsburg-Lothringen 
[1863-1914]が世界周遊をし、1893 年の来日
時に収集したコレクションが礎となってい
る。また、1888 年にハインリッヒ・フォン・
シーボルトが寄贈した日本のコレクション
が含まれている。 
同館に所蔵されている日本染織品は 99 点

であるが、調査対象品は 55 点であった。本
調査によって、小袖類 19 点他、能装束、陣
羽織といった武家関係の服飾品以外にも、庶
民が着用したと思われる染物の袢纏や下着
類なども含まれていることを明らかにした。 
 
③ウイーン民俗学博物館（オーストリア） 
同館はオーストリアと近隣諸国の民俗文

化コレクションで構成されているため、日本
のものは無いとの回答を受けていた。しかし、
本調査によって、エミーリエ・ルイーズ・フ
レーゲ Emilie Louise Flöge［1874-1952］旧
蔵品の中に、日本製テキスタイル 1点と紙入
れ 1 点が含まれていることを明らかにした。 
 
④ハンブルク美術工芸博物館（ドイツ） 
同館は、初代館長ユストゥス・ブリンクマ

ン Justus Brinckmann ［1843 -1915］が、ロ
ンドンのサウス・ケンジントン美術館（現ヴ
ィクトリア・アンド・アルバート美術館）や
オーストリア応用美術博物館をモデルとし、
1863 年から美術館創設のための準備を始め、
1874 年に開館した。その目的は、アーティス
トや工芸家、インダストリアルデザイナーの
ために、歴史的作品や現代的な作品をサンプ
ルとして集めることだった。 
同館の目録によると、日本の染織品は、212

点が所蔵され、調査対象品である小袖や唐織
などのきもの類 13 点、裂や袱紗などの染織

品 156 点について調査を実施した。 
 本調査によって、1873 年のウイーン万博に
おいてはじめて日本染織品を購入し、以後、
主にベルリンやパリの美術商である、ワグナ
ー社のヘルマン・ペヒターHermann Pächter 
［1839-1902］や、ジークフリート・ビング
Siegfried Bing［1838-1905］、林忠正などか
ら購入していることを明らかにした。 
 
⑤日本美術技術博物館（通称マンガ博物

館）（ポーランド） 
同館は、1920 年にクラクフ国立美術館に寄

贈されていた、美術蒐集家フェリクス・ヤシ
ェンスキ Feliks Jasieński［1861‐1929］旧
蔵品を展示するために 1994 年に開館した。 
調査対象品は、ヤシェンスキが 19 世紀末

から 20 世紀初めにかけて、欧州において美
術商や仲介人を介して入手したものである。
小袖などのきもの類 5 点、帯や帯地など 32
点、袈裟・横被 3点、打敷 4点、裂が貼られ
た屏風 1 点、計 45 点について調査を実施し
た。調査によって、きもの類の中には室内着
としてのキモノが含まれていることを、帯は
主に明治時代のものであることを明らかに
した。 
また、本調査対象品の中に、画家ジョセ

フ・パンキヴィッチ Józef Pankiewicz 
[1866-1940] の《日本女性》（1908 年）に描
かれている、ヤシェンスキ旧蔵品が含まれて
いることも明らかにした。 
 
⑥上記の報告と共に、本研究以前から実施

していたフランス、イギリス、イタリアの調
査結果を取りまとめることによって、在欧美
術館に現存する調査対象品である、ジャポニ
スムの時期に流出したきもの及び日本染織
品のおおよその概観を明らかにした。 
各館の性質によって収蔵されていた品は

異なっているとはいえ、きもの類の多くが、
江戸時代から明治時代初期にかけての小袖
や打掛、旧大名家などの旧蔵品だったと思わ
れる能装束、陣羽織などであった。収集時期
が下るにつれて対象は明治期以降のきもの
となる。それらは、パリ・ファッションに反
映されたきもの、描かれた作品や書かれた作
品に登場するきものがどのようなものであ
ったのか、ということを知る手掛かりとなる。 
また、今回の調査では主たる対象としなか

った下着類も収蔵されていたことは、民俗学
など多様な領域の研究対象となっていたこ
とを示している。 
裂類は、小袖類の裂や帯地など、また、打

敷などの仏具用裂のほか、袱紗、室内装飾用
裂などが多く収蔵されていた。帯地は数片に
切られて複数の美術館に売却されたケース
も確認できた。 
さらに、コレクションの形成期、調査対象

品の入手経路・方法について改めて明らかに
したが、入手経路・方法についてはおおよそ
次のように大別できる。 



1）日本品を取り扱う店からの購入。 
とくにジャポニスムの流布の一翼を担い、

日本の美術工芸品だけでなく染織品も取り
扱ったビング、林を介して、パリから染織品
が美術館や収集家の手に渡っていたことは
以前から知られていたが、その実態を明らか
にした。 
2）万国博覧会後の売り立てによる購入や

寄贈。 
19 世紀後半欧米各地で開催された万博は、

ジャポニスムが広がる要因のひとつとなっ
たが、一方で近代的な貿易に乗り出そうとし
ていた日本にとっても、万博は有益な商業の
場でもあった。当時、欧米諸国にとって繊維
産業は国家的な重要産業であった。産業博物
館を前身とする館は、万博後に売り立てられ
た日本染織品を購入し、日本側は見本裂帖な
どを開催地の美術館に寄贈している。 
3）収集家からの購入や寄贈。 
収集家自身が日本を訪れた際に入手した

もの、美術商等から購入したものが後に美術
館に寄贈・購入された例である。 
以上の詳細な報告は、一般書籍として刊行

することによって、一般に公開した。 
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